
生駒市立病院管理運営協議会要綱 

 

（趣旨） 

第１条 生駒市立病院の管理運営に関する基本協定書（以下、「協定書」という。）第２

５条の規定に基づき設置された生駒市立病院管理運営協議会（以下、「協議会」とい

う。）は、生駒市立病院(以下、「病院」という。)の管理運営に市民等の意見を反映さ

せることで、健全な管理運営及び市民参加の病院を実現することを目的とし、この要

綱において協議会を開催することに関し必要な事項を定めるものとする。 

（意見等を求める事項） 

第２条 協議会において意見等を求める事項は、次のとおりとする。 

（１）病院事業計画の実施状況に関すること。 

（２）協定書に定める事業計画及び事業報告に関すること。 

（３）市民等からの意見及び提案等に関すること。 

（４）その他管理運営に関すること。 

（会員） 

第３条 市長及び病院の院長のほか、次に掲げる者のうちから病院の院長に意見を聴

いて市長が協議会への参加を求めた者とする。 

（１）公募市民 

（２）地元自治会を代表する者 

（３）市自治連合会を代表する者 

（４）医師会等医療従事者 

（５）その他市長が適当と認める者 

（会員の任期） 

第４条 会員の任期は協議会への参加を依頼した日から、その日の属する年度の翌年

度の末日までとする。ただし、再任を妨げない。 

２ 会員が参加を辞退したときは、前条第１項の各号に掲げる者のうちから代わりの

者に会員として参加を求めることができる。ただし任期は、前任者の残任期間とす

る。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、市長をもって充て、副会長は、病院の院長をもって充てる。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は、会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議（以下、「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会議は、年３回を目途に開催する。ただし、会長が必要と認めるとき又は過半数の

会員から要請があるときは開催することができる。 

３ 会員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

４ 会長が適当であると認めたときは、公募市民以外の各会員は、協議会に代理者を出



席させることができる。 

５ 会長は、必要に応じて会員以外の者の出席を求め、意見若しくは説明を聞き、又は

資料の提出を求めることができる。 

（会議の公開） 

第７条 会議は、原則として公開とする。 

２ 会長は、会議を非公開とする必要事由があると認めるときは、会員の意見を聴いた

上で、会議の全部又は一部を非公開とすることができる。 

３ 前項の場合における非公開の事由については、次の各号に掲げる場合とする。 

（１）他の法令等に特別の定めがある場合 

（２）非公開が適当と認められる事項の意見等を求める場合 

（３）会議を公開することにより、公正かつ円滑な議事運営が著しく阻害されると認め

られる場合 

４  会議資料、会議録等は、速やかに適切な方法により一般に公開するものとする。 

５ その他、会議の公開等に関して必要な事項については、会長が別に定める。  

（謝礼） 

第８条 会員は、協議会に出席したときは謝礼を受けることができる。 

２ 謝礼に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

３ 謝礼に要する経費は、市及び指定管理者が折半し負担する。 

（庶務） 

第９条 協議会の庶務は、病院の担当課及び指定管理者の事務担当部門において共同

で処理する。 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が

別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

 （生駒市立病院管理運営協議会設置要綱の廃止） 

２ 生駒市立病院管理運営協議会設置要綱（以下、「旧要綱」という。）は、廃止す 

る。  

（経過措置） 

３ この要綱の施行の際現に旧要綱の規定によりなされた手続その他の行為は、この

要綱の相当規定によりなされた手続その他の行為とみなす。 

 

 


